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日
本
の
仏
教
徒
の

世
界
平
和
の
た
め
の
祈
願
文

慎
し
み
敬
っ
て
大
恩
教
主
釈
迦
牟
尼
世
尊
を
仰

ぎ
奉
り
、
千
四
百
年
の
伝
統
に
輝
く
日
本
の
仏

教
徒
を
代
表
し
て
、
世
界
の
平
和
を
希
う
私
た

ち
の
真
情
を
申
し
ま
す
。

思
え
ば
、
こ
れ
ま
で
世
界
の
歴
史
の
中
で
平
和
が
叫

ば
れ
た
の
は
、
必
ず
、
心
な
ら
ず
も
引
き
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
戦
争
の
悲
惨
と
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

今
日
に
於
い
て
は
、
産
業
化
の
進
展
と
人
口
の
増
加

に
よ
っ
て
地
球
は
愈
々
狭
く
な
り
、
人
類
は
最

早
自
我
を
主
張
す
る
よ
り
は
、
他
と
の
強
調
を

真
剣
に
実
行
し
な
け
れ
ば
当
事
者
の
み
な
ら
ず
、

全
体
が
滅
亡
し
て
し
ま
う
危
機
的
な
情
況
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
日
本
の
仏
教
徒
は
、

今
日
に
於
い
て
世
界
の
平
和
の
顕
現
こ
そ
、
人

類
の
存
亡
に
と
っ
て
喫
緊
事
で
あ
り
、
仏
陀
の

慈
悲
の
精
神
に
生
き
る
こ
と
が
世
界
の
平
和
の

顕
現
の
た
め
の
秘
鍵
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
ま

す
。
私
た
ち
の
世
界
平
和
を
希
求
す
、
小
さ
な

祈
り
が
や
が
て
大
河
と
な
っ
て
涛
々
と
し
て
世

界
を
蓋
い
仏
国
土
が
こ
の
地
に
顕
現
す
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

（
写
真
は
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
で
祈
願
文
を
読

み
上
げ
る
小
峰
順
響
全
仏
副
会
長
）
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次
回
大
会
は
ロ
ス
と
き
ま
る

、
灘
麹

…
W
F
B
執
行
委
員
会
…

　
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
の
第
三
十
六

回
執
行
委
員
会
、
G
R
C
B
B
会
議
（
世
界
の

仏
教
徒
に
よ
る
ル
ン
ビ
ニ
：
計
画
へ
協
力
す
る

為
の
会
議
）
が
去
る
八
月
五
日
、
六
日
、
京
都

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
会
議
の
京
都
開
催
は
、
墨
髭
財
団
創
立

三
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ

た
も
の
で
、
日
本
で
の
開
催
は
昭
和
五
十
三
年

の
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
以
来
。

W
F
B
副
会
長
、
事
務
総
長
を
は
じ
あ
八
ヶ
国

よ
り
十
五
名
が
来
日
、
ま
た
日
本
か
ら
は
、
野

口
全
仏
事
務
総
長
を
は
じ
め
、
執
行
委
員
で
あ

る
杜
多
全
仏
国
際
文
化
部
長
ら
数
名
が
出
席
し

た
。　
W
F
B
会
長
の
サ
ン
ヤ
・
ダ
ル
マ
サ
ク
テ
ィ

氏
は
、
当
初
の
予
定
で
は
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ

ト
に
仏
教
界
代
表
と
し
て
、
ま
た
当
会
議
で
は

議
長
と
し
て
出
席
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
急

病
の
た
め
来
日
で
き
ず
、
代
理
と
し
て
、
W
F

B
副
会
長
の
ミ
ヤ
バ
ラ
・
ス
ナ
照
合
が
議
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
て
、
八
月
五
日
は
W
F
B
執
行
委
員
会
開

催
。
主
な
議
題
は
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
第
十

六
回
W
F
B
大
会
の
開
催
地
に
つ
い
て
で
あ
っ

た
。
協
議
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
に
あ
る
台
湾
系
仏
教
寺
院
の
シ
ラ
イ
・
テ
ン

プ
ル
に
て
十
一
月
に
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
。

会
議
の
後
、
直
ち
に
現
地
に
向
け
て
、
会
議
の

結
果
を
伝
え
る
電
報
が
打
た
れ
た
。

　
シ
ラ
イ
・
テ
ン
プ
ル
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
空

港
よ
り
ハ
イ
ウ
ェ
イ
で
東
へ
約
4
5
分
程
の
と
こ

ろ
に
あ
り
、
現
在
建
設
中
で
本
年
十
二
月
に
完

成
予
定
。
完
成
す
る
と
六
十
の
ゲ
ス
ト
ル
ー
ム

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

を
備
え
、
約
百
名
の

収
容
可
能
と
い
う
大

寺
院
で
あ
る
。
な
お

同
寺
院
の
視
察
の
意

味
も
含
め
て
、
次
回

の
W
F
B
執
行
委
貝

会
は
来
年
二
月
に
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
催

G
R
C
B
B
会
議
の

委
員
、
顔
ぶ
れ
き
ま
る

　
翌
日
八
月
六
日
は
W
F
B
の
G
R
C
B
B
会

議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、
昨
年
十
一

月
に
開
催
さ
れ
た
第
十
五
回
ネ
パ
ー
ル
大
会
に

て
そ
の
結
成
が
承
認
さ
れ
た
も
の
で
、
仏
陀
生

誕
の
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
開
発
計
画
に
協
力
す
る

た
め
の
世
界
の
仏
教
徒
に
よ
る
委
貝
会
で
あ
る
。

本
年
三
月
に
バ
ン
コ
ク
に
て
第
一
回
会
議
が
開

催
さ
れ
、
今
回
で
第
二
回
目
。
会
議
で
は
、
G

R
C
B
B
の
メ
ン
バ
ー
構
成
、
活
動
内
容
等
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
本
年
十
一
月

に
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ト
マ
ン
ズ
に
お
い
て
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
ネ
パ
ー
ル
国
に
お
け
る
ル
ン

ビ
ニ
ー
計
画
の
担
当
機
関
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー

ト
ラ
ス
ト
の
長
で
あ
る
ギ
ァ
ネ
ン
ド
ゥ
ラ
殿
下

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
と
会
見
、
ル
ン
ビ
ニ

ー
計
画
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
る
各
建
築
物

完
成
の
た
め
の
最
新
の
必
要
経
費
等
に
つ
き
確

認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
G
R
C
B
B

の
委
嘱
の
中
で
、
主
た
る
活
動
に
あ
た
る
常
任

委
員
五
名
の
ひ
と
り
に
、
本
会
の
杜
多
国
際
文

化
部
長
が
選
出
さ
れ
た
。

　
今
回
来
日
し
、
会
議
に
出
席
し
た
執
行
一
瞬
、

G
R
C
B
B
委
員
は
以
下
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

ミ
ヤ
バ
ラ
・
ス
ナ
オ
（
ハ
ワ
イ
）
、
テ
ー
・
テ

ン
・
チ
ュ
ー
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
ク
ー
・
レ
ン

・
フ
ァ
ン
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
R
・
S
・
ガ
バ

イ
（
イ
ン
ド
）
、
ウ
ォ
ン
・
ウ
ァ
ン
・
テ
ィ
ン

（
香
港
）
、
ス
テ
ラ
・
テ
ィ
エ
ン
（
台
湾
）
、

比
丘
ア
ム
リ
タ
ナ
ン
ダ
（
ネ
パ
ー
ル
）
、
ロ
ッ

ク
・
ダ
ル
シ
ャ
ン
（
ネ
パ
ー
ル
）
、
リ
チ
ャ
ー

ド
・
パ
ウ
（
ハ
ワ
イ
）
、
プ
ー
ン
ヨ
ン
・
ボ
ン

バ
ニ
ジ
（
タ
イ
）
、
ジ
ャ
ナ
カ
・
エ
デ
ィ
リ
シ
ン

ゲ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
タ
イ
の
W
F
B
本
部
よ

り
、
プ
ラ
サ
ー
ト
・
ル
ア
ン
ダ
ス
カ
ル
、
プ
ラ

ソ
ー
ン
・
プ
ン
チ
ョ
ム
、
マ
リ
カ
・
チ
ャ
ラ
ラ

ク
、
小
谷
亀
太
郎
。
　
（
順
不
同
敬
称
略
）

購
磯
雛
騰
灘
叢
総
門
雛
灘
増
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
W
F
B
執
行
委
貝
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
八

月
五
日
午
後
六
時
よ
り
京
都
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
来
日
し
た
執
行
委
員

約
二
十
名
、
日
本
側
か
ら
は
全
等
加
盟
宗
派
、

県
仏
、
諸
団
体
よ
り
約
六
十
名
が
参
加
し
盛
大

な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
阿
部
野
竜
正
全
仏
会
長
が

あ
い
さ
つ
、
続
い
て
、
執
行
委
貝
を
代
表
し
、

W
F
B
ハ
ワ
イ
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ヤ
ハ
ラ
・
ス
ナ

オ
氏
の
あ
い
さ
つ
、
渡
辺
静
波
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
総
長
に
よ
る
乾
杯
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
宴
た
け
な
わ
の
中
、
．
舞
台
で
は
、
W
F
B
よ
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り
、
全
仏
財
団
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

法
輪
の
マ
ー
ク
の
入
っ
た
楯
が
、
全
仏
を
代
表

し
た
古
賀
制
二
真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
に
授
与

さ
れ
、
日
本
側
か
ら
も
執
行
委
貝
各
位
に
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
杜
多
二
仏
国
際
文
化
部
長
の
司
会
、
松
濤
弘

道
氏
の
流
町
な
通
訳
の
も
と
、
京
都
の
舞
妓
さ

ん
も
登
場
し
て
、
終
始
な
ご
や
か
に
会
は
進
み

午
後
八
時
頃
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　
執
行
委
員
は
、
五
日
、
．
六
日
の
会
議
を
終
え

七
日
に
京
都
市
内
観
光
、
寺
院
参
拝
を
行
い
、

八
月
八
日
、
無
事
に
帰
路
に
つ
い
た
。

難
騰

…h

ﾋ
扉
瀧

　　

粗
暫

…
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、
舞
台
に
あ
…

…
が
つ
た
W
F
B
執
行
委
員
の
面
々
　
…

15ヶ国の代表ら500人置参集

言提を「平和への道」

　
「
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
去
る
八
月

三
、
四
の
両
日
、
比
叡
山
及
び
京
都
宝
ヶ
池
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
海
外
か
ら
は
、
仏
教
を
は
じ
め
キ
リ
ス
ト
教
、

イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
十
五
ヶ
国
二
十
三
人
の
代
表

が
、
国
内
は
山
田
恵
諦
天
台
座
主
を
筆
頭
に
約

五
百
人
の
各
宗
教
代
表
が
参
加
し
た
。
．

　
ま
ず
三
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
歓
迎
式
典
が

宝
ヶ
池
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
催
さ
れ
、
こ
の
席

で
、
外
国
か
ら
の
参
加
者
が
一
人
ひ
と
り
紹
介

さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
、

華
か
に
行
わ
れ
、
第
一
日
目
を
終
了
。

　
四
日
は
午
前
九
時
か
ら
、
同
ホ
テ
ル
で
サ
ミ

ッ
ト
会
議
が
開
か
れ
、
阿
部
野
竜
正
全
顎
会
長

全
日
本
仏
教
会
会
長

高
野
山
真
言
宗
管
長

阿
部
野
　
竜
正

　
私
た
ち
日
本
の
仏
教
徒
が
「
平
和
」
に
就
い

て
思
い
を
巡
ら
す
と
き
、
先
ず
最
初
に
思
い
浮

か
ぶ
の
は
、
六
世
紀
に
日
本
の
仏
教
の
礎
を
築

き
、
千
四
百
年
を
経
た
今
日
に
於
い
て
も
猶
、

国
民
か
ら
深
く
尊
敬
さ
れ
て
い
る
聖
徳
太
子
の

平和への提■を読みあげる

阿部野全等会長

を
は
じ
め
と
す
る
各
宗
教
代
表
者
か
ら
、
「
平
和

へ
の
道
」
が
提
言
さ
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は
会
場
を
比
叡
山
へ
移
し
、
三
時

三
十
分
、
大
梵
鐘
の
音
を
合
図
に
、
各
宗
教
代

表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
「
平
和
の
祈
り
」

を
さ
さ
げ
、
全
て
の
日
程
を
終
え
た
。

「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」
と
い
う
言
葉
で

あ
り
ま
す
。
聖
徳
太
子
は
、
多
く
の
争
い
を
見

つ
め
て
平
和
へ
の
願
い
を
訴
え
た
の
で
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
言
葉
は
現
代
に
生
き
る
私
達
に

と
っ
て
も
極
め
て
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
私
た

ち
宗
教
家
に
と
っ
て
は
、
特
別
の
響
き
を
も
っ

て
迫
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。　
人
間
の
歴
史
を
省
み
れ
ば
、
歴
史
を
彩
る
の

は
、
平
和
よ
り
争
い
や
戦
争
で
あ
り
、
殊
に
宗

教
と
宗
教
と
の
関
係
は
、
眼
を
そ
む
け
る
よ
う

一3一
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な
光
景
や
耳
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
罵
声
に
特
徴
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
争
い
疲
れ
て
は
じ
め
て
人
々

は
寛
容
の
精
神
に
目
覚
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

十
八
世
紀
後
半
に
始
ま
っ
た
産
業
化
の
波
は
大

き
く
う
ね
り
つ
つ
次
第
に
地
球
を
狭
く
し
、
一

つ
に
し
て
き
ま
し
た
。
我
国
は
二
百
五
十
年
に

お
よ
ぶ
鎖
国
、
つ
ま
り
国
際
的
な
関
係
を
断
絶

し
た
経
験
を
有
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
日
の
世

界
に
於
い
て
は
、
こ
う
し
た
こ
と
は
最
早
、
不

可
能
で
あ
り
ま
す
。
国
家
と
国
家
の
関
係
は
、

今
後
い
よ
い
よ
緊
密
化
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
の
な
か
で
、
此
度
、
世
界
各

地
か
ら
諸
宗
教
、
諸
教
派
の
代
表
者
の
方
た
ち

が
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
様
々
な
制
約
を

乗
り
越
え
、
比
叡
山
に
集
合
し
て
平
和
の
た
め

に
共
に
祈
り
、
共
に
語
る
こ
と
は
、
世
界
平
和

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
参
集
者
た
ち

に
と
っ
て
極
め
て
意
義
ぶ
か
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
と
申
し
ま
す
の
は
国
家
と
国
家
の
関
係
の

緊
密
化
に
対
応
し
て
、
宗
教
と
宗
教
も
こ
れ
か

ら
は
、
相
互
理
解
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
声
に
即
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

り
ま
す
。
顔
と
顔
を
見
合
せ
て
語
る
と
い
う
こ

と
は
、
先
入
観
や
偏
見
か
ら
人
を
自
由
に
し
て

呉
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
こ
れ
ま
で

憎
し
み
の
対
象
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
か
っ
た

他
の
宗
教
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
に
役
立
つ
か

は
言
を
ま
た
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
今
日
こ
の

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
平
和

へ
の
第
一
歩
で
あ
り
ま
す
。

　
処
で
実
は
、
宗
教
と
宗
教
と
の
間
の
平
和
的

共
存
と
い
う
こ
と
で
は
、
我
国
は
千
年
以
上
に

及
ぶ
経
験
を
己
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
経
験
が
、
此
度
の
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
際
に

も
諸
宗
教
が
連
帯
し
て
開
催
す
る
風
土
を
生
ん

1
＆
？
▲
竃
盈
●
7
▲
冨
－
●
？
▲
冒
盈
●
一

だ
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
今

日
の
世
界
の
状
況
の
な
か
で
宗
教
と
宗
教
の
間

の
平
和
と
相
互
理
解
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に

一
つ
の
生
き
た
参
考
と
な
る
こ
と
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

　
私
は
、
宗
教
と
宗
教
の
間
の
相
互
理
解
が
進

め
ば
進
む
ほ
ど
、
絶
対
者
の
名
前
は
さ
ま
ざ
ま

に
呼
ば
れ
よ
う
と
も
、
呼
ば
れ
る
以
前
の
未
だ

言
葉
に
定
着
し
な
い
人
間
の
心
と
心
は
、
互
い

が
人
間
で
あ
り
、
人
間
以
外
の
何
者
で
な
い
こ

と
を
認
め
合
う
か
ぎ
り
、
十
全
の
交
流
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
疑
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
宗
教

に
よ
る
平
和
が
こ
の
地
上
に
実
現
す
る
た
め
に

は
、
比
叡
山
を
開
か
れ
た
伝
教
大
師
が
語
ら
れ

た
「
一
隅
を
照
ら
す
」
こ
と
か
ら
、
更
に
は
仏

教
の
原
点
で
あ
る
慈
悲
の
心
を
基
調
と
し
て
地

道
に
一
歩
一
歩
す
す
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ

と
を
銘
記
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。…

要
請
書
を
自
民
党
に
提
出

　
去
る
八
月
十
二
日
、
川
島
総
務
部
長
と
斎
藤

社
会
部
長
は
、
自
由
民
主
党
本
部
を
訪
ね
、
中

曽
根
康
弘
自
由
民
主
党
総
裁
・
内
閣
総
理
大
臣

あ
て
の
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
」

書
を
提
出
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
会
が
過
去
六
回
に
わ
た
り
「
靖

国
神
社
法
案
」
、
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
に
反

対
の
声
明
を
発
表
し
て
き
た
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
貝
会
（
細
川
景
一
委

員
長
）
が
、
理
事
長
に
答
申
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
靖
国
両
社
公
式
参
押
中
止
の
要
請

　
本
会
は
、
過
去
六
回
に
わ
た
り
「
靖
国

神
社
法
案
」
、
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」

に
関
し
声
明
を
発
表
し
て
反
対
の
意
志
表

明
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
靖
国
神
社
は
、
特
定
の
基
準
を
も
っ
て

合
祀
の
対
象
と
し
た
戦
没
者
を
神
霊
と
し

て
祀
る
神
社
で
あ
り
、
純
然
た
る
宗
教
施

設
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
宗
教
団
体
で
あ
る

靖
国
神
社
に
首
相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝

を
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
形
式

で
あ
れ
、
憲
法
に
定
め
る
「
信
教
の
自
由
」
、

「
政
教
分
離
の
原
則
」
に
違
反
す
る
こ
と

は
疑
い
の
余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
戦
没
者
を
追
悼
す
る
こ
と
は
、
遺
族
が

そ
れ
ぞ
れ
に
真
実
と
仰
ぐ
宗
教
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
も
し
こ
れ
を
国
家
の
名
に
お
い
て
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
戦
争
に
よ
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
失
わ
れ
た
全
て

の
方
々
に
対
す
る
深
い
俄
悔
と
、
平
和
に

対
す
る
願
い
を
こ
め
て
鄭
重
に
な
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
し
か
も
遺
族
の
方
々
の
信

教
の
自
由
を
侵
さ
ぬ
よ
う
、
そ
の
遺
族
が

い
か
な
る
宗
教
的
方
法
を
も
っ
て
し
て
も

礼
拝
で
き
る
よ
う
な
形
式
を
と
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

　
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
来
る
八
月
十

五
日
の
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日
」
に
首
相
及
び
閣
僚
が
靖
国
神
社

に
公
式
参
拝
す
る
こ
と
を
中
止
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
首
相
及
び
閣
僚
が
公
人
と
し

て
の
良
識
を
も
っ
て
、
靖
国
神
社
に
公
式

参
拝
を
行
わ
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
本
会

は
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一4一
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静岡、津、岐阜北、大津

四税務署に抗議文
　　「いきすぎた税務調査」

　
前
号
で
紹
介

し
た
通
り
（
全

仏
七
月
号
「
静

岡
市
の
い
き
す

ぎ
た
税
務
調
査
、

税
務
指
導
」
）
、

静
岡
市
を
は
じ

め
滋
賀
県
大
津

市
、
三
重
県
津

市
等
で
の
税
務

署
に
よ
る
調
査

が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
全

仏
で
は
、
早
速

去
る
六
月
二
十

五
日
に
全
仏
税

務
委
員
会
を
開

き
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
こ
の
件
は
憲
法
に
定
め
る
政
教

分
離
の
原
則
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
り
、
抗
議

の
必
要
が
あ
る
こ
と
が
、
全
貝
一
致
で
確
認
さ

れ
た
。

　
具
体
的
な
抗
議
の
方
法
と
し
て
は
、
日
本
宗

教
連
盟
（
日
商
連
）
を
通
し
て
抗
議
文
を
提
出

す
る
こ
と
に
決
定
。
そ
れ
は
、
先
に
関
東
信
越

国
税
局
管
内
の
群
馬
県
税
務
署
が
、
群
馬
県
仏

教
会
に
行
な
っ
た
税
務
調
査
に
対
し
て
、
日
宗

連
か
ら
文
書
に
よ
っ
て
抗
議
す
る
と
と
も
に
、

調
査
理
由
等
を
問
い
、
そ
の
結
果
、
調
査
が
撤

回
さ
れ
た
と
い
う
経
過
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
日
宗
連
で
は
、
こ
の
件
を
日
宗
連
税
制
特
別

委
員
会
で
審
議
し
、
左
記
の
よ
う
な
抗
議
文
を

曹
洞
宗
宗
務
庁

管

長
　
梅
　
田
　
信
　
隆

宗
務
総
長
楢
山
大
典

参参

議
　
田
　
辺
　
哲
　
回

議
　
岡
　
田
　
巳
　
成

人
事
部
長
　
朝

日

泰
　
峯

教
学
部
長
里
山
光
堂

総
務
部
長
来
馬
規
雄

教
化
部
長
近
藤
恒
良

財
政
部
長
横
山
敏
明

伝
道
部
長
　
吉
　
井
　
道
　
樹

出
版
部
長
　
束

雄
　
鳳

東
京
都
港
区
芝
ニ
ー
五
－
二

〒
鵬
　
〇
三
（
四
五
四
）
五
四
一
一

大
阪
府
仏
教
会

会

長
　
鈴
木
龍
　
珠

副
会
長
増
田
町
円

同門三

芳
　
滝
　
直
　
樹

西
　
田
　
亨
　
心

鎌
原
佑
元

事
務
局
長
井
桁
雄
弘

（
事
務
局
）

　
大
阪
市
住
吉
区
墨
江
三
i
十
七
－
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
圓
寺
内

　
〒
珊
　
〇
六
（
六
七
一
）
三
二
五
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
一
一

黄
桀
宗
大
本
山
萬
福
寺

宗
務
総
長
　
・
永
　
田
　
泰
　
嶺

財
務
部
長
川
口
龍
昭

庶
務
部
長
佐
々
木
静
雄

教
学
部
長
近
藤
博
道

宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
二
三
四

〒
㎝
　
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇

脇
◆
毒
◆
布
◆
毒
◆
毒
◆
嘩
◆
奪
◆
も
◆
与
◆
郵
◆
毒
◆
も
◆
≠

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

ρ
9
t
◆
懸
◆
も
◆
も
◆
ら
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
奄
◆
噂
◆
も
◆
辱
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七
月
二
十
九
日
付
で
、
静
岡
、
津
、
岐
阜
北
、

大
津
の
そ
れ
ぞ
れ
の
税
務
署
長
宛
に
送
付
し
た
。

な
お
、
回
答
は
未
だ
得
て
い
な
い
。

「
決
算
書
類
等
の
提
出
の
依
頼
に
つ
い
て
」

に
関
す
る
所
見
及
び
質
問
書

（
前
略
）
当
連
盟
は
表
記
の
件
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
と
お
り
所
見
を
述
べ
合
わ
せ
て
質
問
を
致

し
ま
す
。
私
共
は
、
表
記
の
文
書
を
慎
重
に
検

討
い
た
し
ま
し
た
が
、
表
記
文
書
は
憲
法
に
保

障
さ
れ
た
信
教
の
自
由
等
に
抵
触
し
、
宗
教
法

人
法
、
法
人
税
法
等
法
令
違
反
の
疑
い
が
明
ら

か
で
す
の
で
、
重
大
な
関
心
を
も
っ
て
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
七
月
八
日
付
で
前
橋
税
務
署

長
も
群
馬
県
宗
教
連
盟
の
理
事
会
で
同
様
の
法

定
外
文
書
を
示
し
、
協
力
方
の
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。
当
連
盟
は
、
添
付
資
料
の
如
き
所
見
と

質
問
書
を
昭
和
六
十
一
年
八
月
二
日
付
で
同
税

務
署
護
に
提
出
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
法
定
外

文
書
の
配
布
は
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。
相
前
後
し

て
同
様
の
法
定
外
文
書
が
だ
さ
れ
て
い
た
新
潟

県
内
、
茨
城
県
内
の
各
地
で
も
配
布
が
撤
回
さ

れ
た
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
示
さ
れ
た
所
見
は
、
今
回
の
貴
税
務

署
が
出
さ
れ
た
表
記
文
書
に
対
し
て
も
そ
の
ま

ま
当
連
盟
の
所
見
と
し
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
改
め
て

表
記
文
書
に
対
す
る
所
見
と
し
て
引
用
致
し
ま

す
。　
そ
し
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
、
質
問
を
致

し
ま
す
の
で
御
多
忙
の
と
こ
ろ
恐
縮
で
あ
り
ま

す
が
、
御
回
答
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一、

｡
回
の
照
会
及
び
書
面
提
出
要
求
の
具
体

　
的
・
合
理
的
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

二
、
今
回
の
照
会
は
、
完
全
な
任
意
提
出
で
あ

　
り
、
か
つ
不
提
出
に
よ
る
不
利
益
は
な
い
も

　
の
と
理
解
す
る
が
、
こ
の
よ
う
に
理
解
し
て

　
よ
ろ
し
い
か
。
も
し
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ

　
ば
、
実
質
的
な
事
前
調
査
と
解
さ
れ
、
申
告

　
制
度
の
も
と
で
、
い
か
な
る
根
拠
条
文
に
基

　
づ
き
こ
の
種
の
調
査
が
で
き
る
の
か
示
さ
れ

　
た
い
。

三
、
本
件
で
の
配
布
行
為
は
、
○
○
税
務
署
長

　
の
指
揮
監
督
の
も
と
に
、
担
当
官
に
よ
り
行

　
な
わ
れ
た
と
解
し
て
い
る
が
、
事
実
に
誤
り

　
は
な
い
か
。

四
、
表
記
文
書
は
宗
教
法
人
の
非
課
税
に
あ
た

　
る
部
分
に
ま
で
そ
の
書
類
の
提
出
を
求
め
て

　
い
る
が
、
税
務
官
庁
が
宗
教
活
動
で
非
課
税

　
に
あ
た
る
部
分
に
ま
で
調
査
で
き
る
と
す
れ

　
ば
、
い
か
な
る
根
拠
条
文
に
基
づ
き
、
そ
れ

　
が
で
き
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

五
、
宗
教
活
動
決
算
書
等
の
提
出
要
求
は
、
法
人

　
税
法
二
条
六
号
、
同
法
別
表
二
等
で
明
ら
か
に
非

　
課
税
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

内
容
の
提
出
要
求
は
、
憲
法
二
十
条
、
及
び
宗
教

法
人
法
八
四
条
に
違
反
す
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
っ
か
。

1
総
務
部
1

　　　8　7　　　6　　　　　　　　　5　　　　　4

29　28　24　27　24　25　20　13　12　2　　26　18　17

高
野
山
真
言
宗
管
長
晋
山
式
参
列

観
桜
会
出
席

醍
醐
派
管
長
晋
山
式
参
列

全
盲
事
務
担
当
者
連
絡
重
要
会

監
査
会

妙
心
寺
派
管
長
晋
山
式
参
列

理
事
会

念
法
真
教
北
海
道
別
院
落
慶
式
参
列

全
仏
事
務
担
当
者
連
絡
委
貝
会

文
化
庁
宗
務
課
と
の
懇
談
会

常
務
理
事
と
同
和
委
貝
の
協
議
会

大
徳
寺
派
訪
問

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
発
会
式
出
席

0
り
　
・
－
占

9
・
1
8

10

292630

　　　　　　11

231312

1
2
・
3 東

京
都
慰
霊
協
会
「
秋
期
慰
霊
法
要
」

供
花
本
願
寺
派
主
催
「
全
戦
没
者
追
悼
法

要
」
参
列

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
員
会
出
席

理
事
会

自
民
党
国
会
議
員
と
の
懇
親
会

宮
入
俊
光
師
（
常
務
理
事
）
葬
儀
参

列中
外
日
報
9
0
周
年
記
念
祝
賀
会
出
席

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
員
会
出
席

孝
道
教
団
開
顕
5
0
周
年
記
念
祝
賀
会

出
席
天
台
宗
宗
務
総
長
本
葬
参
列

　　12

10　7

　　　12

1616

　　　2　　　1

18　4　2420

3
・
1
0

15

成
田
山
貫
首
本
葬
参
列

朝
枝
実
彬
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委

貝
会
委
員
長
本
葬
参
列

東
京
プ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
プ
成
道
会
出
席

常
務
理
事
会

宗
教
と
税
制
に
関
す
る
国
会
議
員
と

の
懇
談
会
出
席

自
民
党
大
会
出
席

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
員
会
出
席
．

理
事
会
・
評
議
貝
会
、
新
年
懇
親
会

包
括
宗
教
法
人
等
管
理
者
研
究
協
議

会
出
席

東
京
都
慰
霊
協
会
「
春
期
慰
霊
法
要
」

供
花
成
田
山
貫
首
晋
山
式
参
列

○
事
務
総
局
局
内
会
議
（
二
六
回
）

○
日
本
宗
教
連
盟
（
日
宗
連
）
関
係

　
理
事
会
（
七
回
）
出
席
、
日
宗
連
税
制
特
別
委

　
貝
会
（
五
回
）
出
席
、
日
宗
連
幹
事
会
（
十
回
）

　
出
席

－
財
務
部
1

6　5

1027

7
・
・
Q
り

9
・
1
2

12　9

1127

「
席
貸
し
」
問
題
関
係
者
懇
談
会

国
税
庁
と
の
「
席
貸
し
」
問
題
に
関

す
る
折
衝

国
税
庁
と
の
「
席
貸
し
」
問
題
に
関

す
る
折
衝

自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
並
び
に
自

由
民
主
党
組
織
委
員
会
に
税
制
改
正

に
関
す
る
「
要
望
書
」
提
出

財
務
担
当
者
会
議

国
税
庁
へ
「
反
面
調
査
」
に
対
す
る

抗
議
国
税
庁
よ
り
「
席
貸
し
」
問
題
に
関

す
る
回
答
を
受
け
る

一6一
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全　　　　　仏
第3種垂陵物認可昭和62年9月1日

3
・
2
5
　
税
務
セ
ミ
ナ
ー

○
税
務
委
員
会
（
六
回
）

○
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
（
七
回
）

1
同
和
推
進
部
1

　　　　　　4

302514

F
O
　
。
　
－
占

8

6

9　3020

7

1　3019302118
8
・
6

　
　
2
2

22

O
V
・
－
凸

　
　
2

第
6
回
同
宗
連
総
会
出
席

同
宗
連
研
修
露
出
席

「
基
本
法
」
中
央
実
行
委
員
会

第
4
波
中
央
集
会
参
加

「
差
別
問
題
と
呼
野
」
に
つ
い
て
加

盟
教
団
に
依
頼

基
本
法
制
定
を
求
め
る
署
名
運
動
協

力
要
請

基
本
法
実
行
委
貝
派
出
席

同
宗
連
研
修
会
出
席

基
本
法
制
定
を
求
め
る
署
名
運
動
協

力
要
請

部
落
解
放
研
究
所
、
宗
教
部
会
出
席

基
本
法
実
行
委
員
会
出
席

曹
洞
宗
被
差
別
戒
名
物
故
者
法
要
参

列基
本
法
実
行
委
員
会
出
席

同
宗
連
研
修
会
出
席

基
本
法
実
行
委
員
会
出
席

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
展
」
に
つ
い

て
協
力
占
断
入
要
請

基
本
法
実
行
委
員
会
出
席

「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
展
」
開
会
式

参
列「
部
落
解
放
基
本
法
制
定
」
を
求
め

る
宗
教
者
総
決
起
集
会
（
第
2
回
）

の
協
力
要
請

基
本
法
実
行
委
員
会
出
席

．
部
落
解
放
研
究
所
・
宗
教
部
会
に
出

席
発
表

56251230

1110

11131821

1
2
・
8

　　　　　　1

292826　9

9
観
。
Q
ソ

　
　
一
426

3
・
1
4

○
同
和
委
員
会

第
2
回
「
部
落
解
放
基
本
法
制
定
」

を
求
め
る
宗
教
者
総
決
起
集
会
の
協

力
再
要
請

第
2
回
同
宗
連
実
践
交
流
懇
談
会
出

席基
本
法
実
行
委
貝
会
出
席

「
基
本
法
」
中
央
実
行
委
員
会
第
6

波
中
央
集
会
参
加

「
第
2
回
部
落
解
放
基
本
法
制
定
を

求
め
る
宗
教
右
転
決
起
集
会
」
開
催

基
本
法
実
行
委
盛
会
出
席

「
基
本
法
」
中
央
実
行
委
貝
会
第
7

波
中
央
集
会
参
加

地
域
改
善
対
策
協
議
会
の
意
見
具
申

に
つ
い
て
の
見
解
を
政
府
総
務
長
官

並
び
に
部
会
長
両
氏
に
文
書
で
提
出

同
宗
連
第
1
回
部
落
解
放
基
礎
講
座

出
席
加
盟
教
団
に
「
業
論
」
に
つ
い
て
2

回
目
の
問
題
提
起
問
い
合
わ
せ

世
界
人
権
宣
言
3
8
周
年
記
念
東
京
集

会
参
加

第
6
回
同
和
研
修
会

同
宗
連
研
修
会
出
席

部
落
解
放
同
盟
連
続
講
座
出
席

「
基
本
法
」
中
央
実
行
委
貝
会
第
9

波
中
央
集
会
出
席

部
落
解
放
同
盟
連
続
講
座
出
席

第
9
回
部
落
解
放
研
究
所
会
貝
会
議

出
席
上
杉
佐
一
郎
部
落
解
放
同
盟
中
央
本

部
委
員
長
、
出
版
記
念
の
集
い
参
加

部
落
解
放
研
究
所
、
宗
教
部
会
出
席

　
　
（
八
回
）
開
催

1
社
会
部
一

86
610

10　9

9　29

　　　3　　　　　1　1211

19630291481327

○
毎
月
一
回

　
行
○
毎
月
二
回
法
律
相
談

○
政
経
文
化
パ
ー
テ
ィ
ー
2
8
回
出
席

○
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会
（
三
回
）

　
催
一
国
際
文
化
部
一

　
　
1

都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
書

提
出
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
出
席

青
森
県
仏
教
徒
大
会
祝
電

長
野
県
仏
教
徒
大
会
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
大
会
出
席

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会
出
席

埼
玉
県
佛
教
会
新
年
会
出
席

神
奈
川
県
仏
教
会
新
年
会
出
席

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
修
正
会
出
席

全
日
本
仏
教
青
年
会
厭
玉
大
会
出
席

浄
土
宗
推
薦
議
員
懇
親
会
出
席

　
（
2
、
8
月
を
除
く
）
全
仏
誌
発

開

4
・
2
－
2
2
　
W
F
B
執
行
摺
貝
会
出
席

5
・
1
4
～
1
7
　
韓
国
花
ま
つ
り
参
列

　
　
1
5
　
第
2
0
回
ネ
パ
ー
ル
ロ
ビ
ー
出
席

　
　
1
7
　
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
6
1
年
度
通
常
総

　
　
　
　
会
並
び
に
パ
ン
ト
参
事
官
歓
送
会
に

　
　
　
　
出
席

6
・
3
　
仏
教
音
楽
祭
出
席

　
　
5
　
全
青
協
現
代
名
僧
墨
蹟
展
出
席

　
　
9
　
囲
碁
記
念
対
局
開
催

　
　
　
　
文
化
会
議
運
営
委
員
会

7
・
3
　
文
化
会
議
運
営
委
貝
会

　
　
8
　
都
民
お
血
ま
つ
り
出
席

212623

12

2

11　　　　　　10　　9

25272115610426

　　　　　12

26　8　5

9
一
。
7
曜

3

5182826176
－
7

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ゥ
ラ
殿
下
ご
夫
妻
歓
迎

会
出
席

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ゥ
ラ
殿
下
謁
見

ギ
ャ
ネ
ン
ド
ゥ
ラ
殿
下
ご
夫
妻
歓
迎

会
出
席

国
際
専
門
委
員
会
開
催

日
華
仏
教
交
流
大
会
出
席

第
4
回
全
仏
囲
碁
大
会
開
催

第
1
9
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
開
催

日
韓
仏
教
交
流
大
会
出
席

讃
庸
歌
公
演
出
席

第
1
5
回
W
F
B
ネ
パ
ー
ル
大
会
出
席

並
び
に
ル
ン
ビ
ニ
ー
視
察
、
並
び
に

「
大
会
参
加
と
ル
ン
ビ
ニ
ー
参
拝
の

旅
」
実
施

日
本
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
交
流
の
夕
べ

出
席
日
華
仏
教
交
流
協
会
会
議
出
席

駐
ネ
パ
ー
ル
金
子
大
使
と
会
談

ネ
パ
ー
ル
国
王
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
出

席ネ
パ
ー
ル
国
考
古
学
者
タ
パ
氏
と
会

談国
際
協
力
会
パ
ー
テ
ィ
ー
出
席

駐
ス
リ
ラ
ン
カ
新
旧
大
使
祝
賀
会
出

席国
際
専
門
委
員
会
開
催

2
　
W
F
B
執
行
委
員
会

仏
英
研
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
出
席

○
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
貝
写
実
行

委
員
会

○
各
部
会
部
会
長
副
会
長
会
議
（
一
回
）
、
総
務

　
部
会
（
四
回
）
開
催
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昭和62年9月1日
全　　　　仏
第3種郵便物認可

昭和61年度　財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書
　　　歳入予算額金92，151，000円　決算額金87，549，864円
　　　歳出　予算額　金92，151，000円　　決算額　金84，811，140円
　　　　　　　　　歳入歳出決算剰余金　金2，738，724円

歳入の部

科 目 対 予　　　　　　算
予　算　額 収入済額款 項 目 収入超過額 収入未済額

1．負　担　金 83，951，000円 79，484，000円 0円 4，467，000円

1．各宗派負担金 73，997，000 71，335，000 0 2，662，000
2．各団体負担金 9，954，000 8，149，000 0 1，805，000

2．寄　附　金 1，500，000 540，000 0 960，000
1．寄　附　金 1，500，000 540，000 0 960，000

3．未納徴収金 1，500，000 1，228，000 0 272，000

4．基金果実 900，000 739，400 0 160，600
5．雑　収　入 2，300，000 2，589，714 289，714 0

6．繰　越　金 2，000，000 2，968，750 968，750 0

歳 入 計 92，i51，000 87，549，864 4，601，136

歳出の部

科 目 ○増　△減
款 項 目

予　算　額 支出済額
流　用　額 予算残額 付　　　　記

1．事務総一 ﾇ費 64，390，000円 62，926．508円 円 1，463，492円

1．人　件　費 47，540，000 46，763，201 776，799

1．職員俸給 16，500，000 16，447，500 52，500

2．諸　　　　給 22，340，000 22，313，954 26，046

3．厚　生　費 3，400，000 2，701，747 698，253

4．退職積立金 5，300，000 5，300，000 0

2。事　務　費 10，050，000 9，598，902 451，098

1．借館借室費 3，700，000 3，700，000 0

2．通　信　費 1，800，000 1，803，480 0　3，480 0 第7目より流用
3．消　耗　費 400，000 390，658 9，342

4．光　熱　費 2，000，000 1，672，646 327，354

5．備　品　費 800，000 823，740 0　23，740 0 第7目より流用
6．印　刷　費 1，000，000 918，907 81，093

7．諸　雑　費 350，000 289，471 △　27，220 33，309 第2第5目へ流用
3．旅　　　　費 2，300，000 2，254，920 45，080

4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0

5．渉　外　費 2，500，000 2，309，485 190，515

2．総務部費 6，100，000 3β84，414 2，215，586

1．会　議　費 3，500，000 1，313，958 　、Q，186，042

1．理事会費 1，200，000 526β08 673，692

2．評議貝会費 400，000 302，300 97，700

3．諸会議費 1，500，000 411，050 325，700

4．各種委員会費 400」000 74，300 1，088，950

2．共通事項処弁費 2，600，000 2，570，456 29，544

3．財務部費 2，400，000 2，040，691 359，309

1。調査研究費 2，400，000 2，040，691 359，309

4．同和推進部費 4，500，000 4，430，602 69，398

1．同和推進費 4，500，000 4，430，602 69，398

5．社会部費 6，300，000 6，298，492 1，508

1．組織強化費 2，000，000 1，289，660 710，340

1．組織強化費 1，200，000 1，276，660 0　76，660 0 第2目より流用
2．国内仏教徒会議費 800，000 13，000 △785，492 1，508 第1目、第2項、第3項へ流用

2．機関誌発行費 3，500，000 3，870，352 0370，352 0 第2目より流用
3．時局対策処理費 800，000 1，138，480 0338，480 0 第2目より流用

6．国際文化局費 4，600，000 4，422，133 177，867

1．国際運動費 3，300，000 3，249，300 50，700

1．WFB関係費 1，800，000 1，820，412 0　20，412 0 第2目より流用
2．国際仏教交流費 700，000 621，670 △　27，630 50，700 第1目3目へ流用
3．国際渉外費 800，000 807，218 0　7，218 0 第2目より流用

2．文化会議費 1，100，000 972，833 127，167

1．文化会議費 800，000 672，833 127，167

2．紀要作成費 300，000 300，000 0

3．教化諸費 200，000 200，000 0

7．雑　　　費 361，000 308β00 52，700

8．基金繰入金 500，000 500，000 0

9．予　備　費 3，000，000 0 3，000，000

支 出 計 92，151，000 84，811，140 7，339，860
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昭和62年9月1日

　
員
に
国
際
問
題
に
つ
い
て
御
寄
稿
賜
り
、
ま
た
長
谷
川
全
仏
顧
問
弁
護
士

　
に
法
律
問
題
、
そ
し
て
藤
井
正
雄
大
正
大
学
教
授
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
社

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　
@　一

……

?
ﾉ
お
け
る
仏
教
界
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
御
意
見
を
伺
っ
た
。

　
全
仏
財
団
創
立
3
0
周
年
記
念
特
集
記
事
と
し
て
、
前
号
（
日
本
仏
教
界
へ

　
の
提
言
①
「
同
和
推
進
、
今
後
の
展
望
」
）
に
続
い
て
、
今
月
号
も
「
日

一本

ｧ
教
界
へ
の
彗
．
」
を
掲
載
す
ゑ
箇
は
、
鎌
田
全
仏
国
際
専
門
委

全　　　　　仏
第3種郵便物認可

　
　
世
界
仏
教
国
の
現
状
と
か
か
わ
り

　
戦
後
四
十
年
を
経
た
今
日
、
日
本
は
有
史
上

未
曽
生
の
経
済
成
長
を
と
げ
、
国
民
の
生
活
水

準
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
君
臨
す
る

ま
で
に
な
っ
た
。
し
か
し
精
神
生
活
は
こ
れ
に

比
例
せ
ず
、
様
々
な
犯
罪
や
社
会
悪
或
い
は
高

齢
化
社
会
の
中
で
、
老
人
問
題
な
ど
が
山
積
し

て
い
る
現
状
に
あ
る
。
各
仏
教
宗
団
は
、
こ
れ

ら
の
諸
問
題
解
決
に
向
っ
て
努
力
し
て
は
い
る

が
、
組
織
的
に
動
い
て
い
る
ま
で
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
自
個
の
保
身
や
、
宗
団

の
維
持
に
昏
々
と
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。

　
さ
て
、
か
つ
て
仏
教
の
盛
ん
で
あ
っ
た
、
旧

仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
、
ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ヤ
、

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
仏
教
は
去
っ
た
。
幾
多
の
黄
衣

の
比
丘
や
、
知
識
人
は
殺
害
さ
れ
或
い
は
捕
え

ら
れ
、
人
類
の
遣
産
で
あ
る
文
化
財
の
多
く
は

破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
、

今
世
紀
初
頭
に
イ
ン
ド
か
ら
仏
教
が
駆
遂
さ
れ

た
の
に
類
似
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
二
十
世
紀

に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の
悲
劇
で
あ
る
。
今
や

南
方
仏
教
圏
は
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
、
ス
リ
ラ
ン

カ
に
顕
著
な
ま
で
に
減
少
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

と
い
っ
て
も
、
ビ
ル
マ
に
は
社
会
主
義
、
ス
リ

ラ
ン
カ
に
は
民
族
問
題
が
あ
り
、
満
足
に
民
衆

の
血
や
肉
と
な
っ
て
王
室
と
共
に
繁
栄
し
て
い

る
仏
教
は
、
タ
イ
を
お
い
て
は
な
い
実
状
で
あ

る
。
隣
の
中
国
は
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
、
巨

大
な
文
化
遺
産
は
灰
燈
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
が
、

近
年
と
み
に
宗
教
政
策
も
緩
和
さ
れ
、
寺
院
教

会
の
再
建
の
鎚
音
が
激
し
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

ま
た
日
本
か
ら
欧
米
諸
国
に
伝
幡
し
た
仏
教
は
、

そ
の
国
の
民
族
習
慣
と
融
合
し
て
、
夫
々
の
特

色
を
保
っ
て
開
花
し
て
い
る
が
、
信
徒
の
多
く

は
日
系
人
の
領
域
を
出
て
い
な
い
よ
う
だ
。

　
世
界
中
の
仏
教
徒
の
中
に
は
、
政
治
的
に
或

は
人
道
上
の
差
別
を
う
け
て
、
迫
害
に
苦
し
ん

で
い
る
人
々
が
い
る
と
き
く
。
世
界
仏
教
徒
大

会
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
救
済
が
ア

ピ
ー
ル
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
W
F
B
（
世

界
仏
教
徒
連
盟
）
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し

て
は
何
故
か
逃
げ
腰
で
あ
る
。
平
和
と
人
類
の

鎌
　
田

良

幸
福
を
求
め
る
私
た
ち
仏
教
徒
は
、
気
の
毒
な

多
く
の
人
々
を
放
置
し
て
お
い
て
良
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
W
F
B
は
勇
気
を
持
っ
て
、
国
際
社

会
に
訴
え
世
論
を
喚
起
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
全
仏
も
W
F
B
加
盟
の
一
貝
と
し
て
、
無

責
任
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
南
北
仏
教
相
互
理
解
の
推
進

　
一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
十
五
年
）
九
月
、
ス

リ
ラ
ン
カ
（
当
時
セ
イ
ロ
ン
）
に
お
い
て
、
世

界
仏
教
徒
の
親
善
と
団
結
を
う
た
っ
て
第
一
回

世
界
仏
教
徒
大
会
が
行
わ
れ
た
。
当
時
、
国
連

大
使
で
あ
っ
た
セ
イ
ロ
ン
の
G
・
P
・
マ
ラ
ラ

セ
ー
ケ
ー
ラ
博
士
の
英
断
は
、
国
際
的
な
仏
教

組
織
結
成
の
上
で
、
正
に
画
期
的
な
決
断
で
あ

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
一
九

五
二
年
（
昭
和
二
十
七
年
）
九
月
に
は
、
日
本

で
初
め
て
の
第
二
回
世
界
仏
教
徒
大
会
が
行
わ

れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
従
来
か
ら
の
仏
教

連
合
会
は
改
組
さ
れ
、
新
生
全
日
本
仏
教
会
が

誕
生
し
た
。
全
仏
誕
生
以
来
、
南
北
仏
教
の
交

流
は
日
増
し
に
活
況
を
呈
し
、
黄
衣
の
比
丘
の

昭
（
全
仏
国
際
専
門
委
員
）

往
来
は
激
し
さ
を
増
し
た
。
し
か
し
乍
ら
、
両
者

間
の
理
解
は
、
今
も
充
分
出
来
た
と
は
い
え
な

い
。
テ
ー
ラ
バ
ー
ダ
仏
教
圏
の
人
々
は
、
教
條

的
戒
律
主
義
を
堅
持
し
て
、
日
本
仏
教
の
宗
教

，
性
や
真
価
を
知
ろ
う
と
し
な
い
。
日
本
に
は
比

丘
は
い
な
い
喝
ウ
パ
サ
ー
カ
だ
け
で
随
落
し
て

い
る
と
酷
評
す
る
し
、
一
方
日
本
側
は
教
條
的

戒
律
主
義
の
中
で
、
社
会
貢
献
度
が
薄
い
と
批

判
し
て
い
る
。
お
た
が
い
に
高
い
宗
教
性
を
尊

重
し
合
う
と
い
う
、
仏
教
本
来
の
寛
容
の
精
神

に
立
っ
て
の
交
流
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南

北
仏
教
の
真
の
理
解
が
な
さ
れ
な
い
以
上
、
他

宗
教
と
の
協
調
は
あ
り
え
な
い
。
全
仏
は
こ
の

点
に
も
充
分
留
意
し
て
、
今
後
の
相
互
交
流
を

進
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
異
の
意
義

　
釈
尊
の
降
誕
の
地
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
」
の
復
興

は
、
世
界
の
仏
教
徒
に
と
っ
て
、
今
世
紀
最
大

の
課
題
で
あ
る
。
全
仏
は
過
去
数
年
前
か
ら
、

真
剣
に
と
り
組
ん
で
い
る
が
、
内
外
の
諸
問
題

が
あ
っ
て
進
展
し
て
い
な
い
。
佛
教
の
聖
地
中

一9一
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の
聖
地
と
し
て
、
規
模
の
大
小
は
別
と
し
て
も
、

世
界
仏
教
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
協
力
し
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
は
、
W
F
B
自
身

が
イ
ニ
シ
ヤ
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
、
各
国
の
協
力

に
よ
っ
て
成
し
と
げ
る
べ
き
性
質
の
も
の
と
考

え
る
。
全
仏
も
W
F
B
の
構
成
員
の
一
翼
を
荷

一

な
っ
て
、
聖
地
復
興
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
日
本
の
協
力
こ
そ
、
長
年
に
亘
っ
て
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
ア
ニ
マ
ル
と
酷
評
さ
れ
て
来
た
汚

　　

@　量
撮

難
澱
鍛
叢
隷
難
灘
鱗

，
鵡
、
．
鼎
潔
辮

　
　
、
泌
清
潔

鳳
鱗

　　

@
嫉

　
　
　
　
濃

く弁護士に聞長谷，

　
　
葬
儀
社
と
一
般
企
業
の

　
　
経
済
基
盤
へ
の
浸
食

　
こ
れ
か
ら
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
そ
う
な

の
は
、
葬
儀
社
、
一
般
企
業
に
よ
る
、
寺
院
の

経
済
基
盤
へ
の
浸
食
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
葬
儀
社
の
浸
食
で
す
が
、
こ
れ
ま
で

寺
院
は
葬
儀
に
つ
い
て
、
真
剣
に
取
り
扱
わ
ず
、

す
べ
て
葬
儀
社
ま
か
せ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
の
ひ
ず
み
が
今
大
き
な
問
題
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
葬
儀
の
情
報
は
、
菩
提
寺
よ
り
も

葬
儀
社
の
方
に
先
に
つ
た
わ
る
シ
ス
テ
ム
が
で

き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
7
0
％
の
人
々
が
病
院
や
医
院
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
遺
体
が
病
院
等
か
ら
自
宅

名
返
上
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、

日
本
の
国
際
的
地
位
は
、
い
や
が
上
に
も
上
ろ

う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

に
運
ば
れ
る
間
に
葬
儀
社
が
決
定
し
、
葬
儀
社

は
火
葬
場
と
連
絡
を
と
り
、
火
葬
の
時
間
を
決

め
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
葬
儀
の
日
時
を
決
め
、

そ
れ
か
ら
よ
う
や
く
寺
院
に
連
絡
が
と
ら
れ
る

と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
現
在
首
都
圏
で
、
菩
提
寺
を
も
っ
て

い
る
人
は
四
割
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
つ
ま

り
六
割
の
人
は
田
舎
に
菩
提
寺
が
あ
る
か
、
あ

る
い
は
菩
提
寺
が
な
く
、
も
し
近
親
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合
、
葬
儀
を
行
う
僧
侶
の
あ
て
が
な

い
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
対
し
て
、

仏
教
寺
院
は
、
こ
れ
ま
で
真
剣
に
考
え
て
こ
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
葬
儀
社
が
僧
侶

を
派
遣
す
る
と
い
う
事
態
を
招
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
な
か
に
は
、
自
宗
の
お
経
で
も
読
め
る

と
い
う
人
を
雇
っ
て
、
葬
儀
に
出
向
さ
せ
る
と

い
う
葬
儀
社
も
で
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
極
端
な
例
だ
と
し
て
も
、
現
在
、
葬

儀
社
の
紹
介
に
よ
る
葬
儀
は
け
っ
し
て
少
な
く

は
な
く
、
ま
た
葬
儀
社
に
紹
介
さ
れ
て
葬
儀
を

行
う
場
合
、
葬
儀
社
に
一
定
の
バ
ッ
ク
マ
ー
ジ

ン
を
払
う
こ
と
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
5
8
年
の
暮
ち
し
の
友
社
の
調
査
レ
ポ
ー

ト
に
よ
る
と
、
首
都
圏
で
葬
儀
社
の
紹
介
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

る
葬
儀
は
全
体
の
伍
％
、
こ
れ
は
都
区
内
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　

で
年
間
四
千
件
を
越
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

紹
介
料
は
寺
に
入
る
お
布
施
の
2
0
％
が
相
場
と

い
わ
れ
て
お
り
、
計
算
す
る
と
相
当
大
き
な
お

一io一

　允　　　　．一5　　　魑，庫　曽－　　　　，，
う　　　層．¶－「＿噌・戸

一
望



昭和62年9月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

金
が
葬
儀
社
に
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
僧
侶
が
ま
る
で
葬
儀
社
の
セ

レ
モ
ニ
ー
係
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
現
状

が
あ
る
の
で
す
。
こ
こ
ま
で
葬
儀
社
の
浸
食
を

受
け
る
背
景
に
は
、
僧
侶
が
葬
儀
と
仏
教
の
教

え
と
の
関
係
を
つ
か
み
き
れ
ず
、
葬
式
仏
教
と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
胸
を
は
っ
て
反
論
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
こ
と
へ
の
後
ろ
め
た
さ
が
あ
り
、

そ
の
た
め
、
葬
儀
と
い
う
も
の
を
真
剣
に
と
り

あ
わ
ず
、
ま
た
一
般
大
衆
の
ニ
ー
ズ
に
い
か
に

答
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
配
慮
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　
寺
院
で
お
こ
な
う
べ
き

　
　
こ
と
を
代
行
す
る
企
業

　
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
、
き
わ
め
て
注
目
す
べ

き
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
個
々
の

寺
院
で
お
こ
な
う
べ
き
こ
と
を
代
行
す
る
企
業

が
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
あ
る
企
業
は
、
宗
教
団
体
の
活
性
化
、
シ
ス

テ
ム
化
、
セ
ミ
ナ
ー
、
一
般
檀
信
徒
へ
の
教
化

シ
ス
テ
ム
等
の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
を
販
売
し
て

い
ま
す
し
、
も
っ
と
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
戒
名
、

法
名
を
僧
侶
と
提
携
し
て
、
生
前
に
有
料
で
与

え
る
と
い
う
企
業
が
で
て
き
た
こ
と
で
す
。
こ

の
戒
名
、
法
名
に
は
価
格
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
、
フ
ァ
：
ス
ト
ク
ラ
ス
と

い
う
ラ
ン
ク
ま
で
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戒
名
、
法
名
が
一
般
企
業
の

利
潤
追
求
の
目
的
の
た
め
に
売
買
の
対
象
に
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
重
要
な
意
味
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
即
ち
、
こ
れ
ま
で
僧
侶
が
や
っ
て
き
た
法
施

と
、
檀
信
徒
の
行
う
財
施
と
が
、
読
経
料
と
か

戒
名
料
と
か
い
う
呼
称
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

宗
教
的
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
対
価
関
係
に
あ
る
と

い
う
意
識
を
大
衆
に
与
え
て
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
法
施
と
財
施
が
対
価
関
係
に
あ
る
と
い
う
大

衆
の
意
識
が
な
け
れ
ば
、
戒
名
、
法
名
が
売
買

さ
れ
る
と
い
う
商
売
は
成
立
し
な
い
わ
け
で
、

こ
の
よ
う
な
意
識
を
一
般
大
衆
に
う
え
つ
け
さ

せ
た
の
は
、
仏
教
界
の
責
任
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
布
施
の
定
額
化
と
無
関
係
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
定
額
化
の

発
想
そ
れ
自
体
は
大
衆
の
要
求
と
結
び
つ
い
て

い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
、
法
施
と
財
施
に

対
価
関
係
あ
り
と
の
大
衆
の
意
識
を
促
進
さ
せ

た
こ
と
も
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
仏
教
界
全
体
が
組
織
的

　
　
に
対
応
し
て
打
開
策
を

　
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
活
動
に
ま
で
一
般
企
業

が
入
り
込
も
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
か

つ
て
、
仏
教
界
が
葬
儀
社
と
の
関
係
の
つ
く
り

か
た
を
失
敗
し
た
た
め
に
、
現
在
の
よ
う
な
状

況
が
つ
く
り
だ
さ
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

こ
の
点
に
つ
い
て
の
対
応
を
ま
ち
が
え
る
と
、

ま
た
も
や
こ
の
先
大
変
な
事
態
を
お
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
個
々
の
寺
院
で
解
決

し
て
い
け
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
教
界

全
体
が
組
織
的
に
対
応
し
、
打
開
策
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
り
、
今
後
既
成
寺
院

に
お
け
る
法
律
問
題
と
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
が

起
こ
る
か
、
全
く
予
断
を
ゆ
る
さ
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　
対
価
関
係
が
あ
る
所
得
は
、
課
税
の
対
象
に

な
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
う
す
る
と
財

施
収
入
も
税
の
対
象
に
と
い
う
気
運
が
生
ま
れ

な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

布
施
行
の
考
え
方
に
反
す
る
こ
と
で
あ
り
、
何

と
し
て
も
防
が
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は

大
衆
の
意
識
を
元
に
戻
す
と
い
う
努
力
を
怠
っ

て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
背
景
に
し
た
税
務
攻
勢
に
対
し
て
我
々
は
具

体
的
に
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。

　
仏
教
界
が
担
う
使
命
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の

が
あ
り
、
先
頃
の
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
の
よ

う
な
平
和
の
問
題
、
一
般
大
衆
の
幸
福
を
ど
う

求
め
て
い
く
か
と
い
っ
た
こ
と
が
、
宗
教
に
求

め
ら
れ
る
本
来
の
使
命
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

使
命
を
は
た
す
た
め
に
は
、
経
済
基
盤
が
弱
体

で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
も
ま
た
、
誰
も

が
み
と
め
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
平
和

な
ど
の
形
而
上
の
問
題
に
対
し
て
、
仏
教
界
を

支
え
る
経
済
基
盤
と
い
っ
た
よ
う
な
形
而
下
の

問
題
は
、
公
に
は
議
論
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
し
か

し
、
こ
の
点
も
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

避
け
て
と
お
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
な
の

で
す
。
寺
院
を
支
え
る
経
済
基
盤
の
充
実
化
と

い
っ
た
よ
う
な
問
題
を
組
織
的
に
解
決
す
る
こ

と
か
ら
目
を
覆
っ
て
い
く
な
ら
ば
、
い
か
に
組

織
的
に
平
和
の
問
題
を
論
じ
て
も
砂
上
の
楼
閣

に
な
る
可
能
性
が
強
い
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
形
而
下
の
問
題
で
、
仏
教
界
が
組

織
的
に
、
自
己
の
意
志
に
よ
っ
て
状
況
を
切
り

開
こ
う
と
し
た
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
い
え

ま
す
。
常
に
受
け
身
の
姿
勢
で
あ
り
、
そ
し
て

ま
た
そ
の
こ
と
が
今
日
の
事
態
を
ま
ね
い
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
す
。
今
後
は
、
も
っ
と
積
極

的
な
働
き
掛
け
が
肝
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
と
病
院
の
中
間
施
設

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
連
し
て
、
最

後
に
付
け
加
え
た
い
の
は
、
昨
年
の
秋
に
健
康

保
健
法
が
改
正
さ
れ
て
、
特
別
擁
護
老
人
ホ
ー

ム
と
病
院
の
中
間
施
設
が
、
宗
教
法
人
に
も
設

置
す
る
可
能
性
が
で
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
重
視
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
、
寺
院
の
上
質
の
土
地
を
利
用
す
れ

ば
、
全
額
借
入
金
で
建
物
や
医
療
施
設
を
設
置

し
て
、
三
年
目
か
ら
は
剰
余
金
が
で
て
く
る
と

い
う
と
い
う
試
算
も
あ
っ
て
、
独
立
採
算
が
可

能
で
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
一
方
、
寝
た
き
り
老

人
を
現
在
の
病
院
か
ら
中
間
施
設
に
移
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
医
療
設
備
を
本
当
に
治
療
が
必
要

な
階
層
に
も
解
放
し
、
宗
教
が
治
療
に
貢
献
す

る
と
い
う
、
幅
の
広
い
老
人
医
療
に
仏
教
寺
院

が
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
独
自

に
寺
院
の
経
済
的
基
盤
を
確
立
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
公
益
法
人
た
る
宗
教
法
人
の
役
割
の
一

端
を
老
人
医
療
の
分
野
で
も
に
な
う
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
き
わ
め
て
画
期
的
な
試
み
な
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
宗
教
法
人
に
中
間
施
設
を
設

置
す
る
こ
と
は
、
厚
生
大
臣
に
認
可
さ
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
厚
生
省
は
じ
め

医
師
会
の
御
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
、
仏
教
界
の
組

織
的
な
働
き
か
け
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
収
録
、
文
責
・
社
会
部
）
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ニ
ぱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
コ
ロ
　
　
　
ロ
ほ
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ロ
ほ
　
ロ
　
　
ロ
ほ
ロ
　
　
ロ
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一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

…
都
市
化
や
核
家
族
化
に
よ
．
て
葬
儀
、
琵
、
寺
院
機
能
に
ど
の
吉
な
変
化
が
…

皿
み
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
ら
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

｝
の
こ
と
に
仏
教
界
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
　
「
こ
れ
か
ら
の
社
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
会
に
お
け
る
仏
教
界
の
役
割
」
と
題
し
て
、
藤
井
正
雄
大
正
大
学
教
授
に
御
意
見
を
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
伺
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

吻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
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「
I
I
l
ー
ー
ー
l
I
I
ー
ー
ー
l
l
l
l
I
I
ー
ー
ー
l
l
－
I
l
I
－
I
I
I
ー
ー
ー
I
l
I
I
I
－
1
－
l
l
I
I
－
l
l
I
l
I
l
l
－
I
I
I
I
ー
ー
i
l
I
I
－
」

　
昭
和
5
9
年
の
曹
洞
宗
に
よ
る
檀
信
徒
の
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
満
足
に
葬
式
、
法
事
を
務
め

て
く
れ
る
人
が
理
想
の
僧
侶
像
だ
と
答
え
て
い

る
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
寺
に
行
く
の
は
葬
式
と
法
事
の
時
と
答
え

て
お
り
、
先
祖
供
養
の
パ
イ
プ
が
寺
と
檀
信
徒

を
結
び
つ
け
、
そ
の
パ
イ
プ
に
通
じ
て
さ
え
ず

れ
ば
寺
院
経
営
は
安
泰
で
あ
る
と
、
そ
の
よ
う

に
受
け
取
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
し
か
も
、
現
在
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
た
と

え
ば
八
十
歳
の
母
親
の
葬
儀
を
す
る
場
合
、
当

然
喪
主
は
五
十
歳
を
越
え
、
あ
る
程
度
の
社
会

藤井正雄教授

的
地
位
が
あ
り
、
し
か
も
経
済

的
に
ゆ
と
り
が
あ
る
か
ら
、
社

会
的
な
体
面
か
ら
も
葬
儀
は
盛

大
に
な
る
。
立
派
な
墓
も
つ
く

る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
全
国

的
に
み
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
も
、
寺
院
経
営
は
安
泰

で
あ
り
今
の
ま
ま
満
足
し
て
い

て
も
別
に
問
題
は
な
い
と
い
う

よ
う
な
意
識
が
仏
教
界
に
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
我
々
が
認
識
し
て
い
な
い
だ
け
で

あ
っ
て
、
事
態
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
現
在
、
都
市
寺
院
と
農
村
寺
院
の
檀
信
徒
数

の
格
差
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

都
市
部
で
は
、
戦
後
の
経
済
復
興
と
と
も
に
、
．

農
村
か
ら
の
冷
し
い
流
入
者
が
あ
り
、
一
方
農

村
で
は
過
疎
現
象
が
起
こ
っ
た
。
も
と
も
と
、

戦
後
の
農
地
解
放
に
よ
っ
て
、
農
村
寺
院
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
ま
す
ま
す
疲
弊
し
、

兼
務
寺
が
非
常
に
多
く
な
る
。
一
方
都
市
寺
院
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藤
井
正
雄
氏
　
昭
和
九
年
、
東
京
生
ま
れ
。
　
㎜

　
大
正
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
。
専
攻
　
…

　
は
宗
教
学
（
宗
教
社
会
学
・
宗
教
人
類
学
）
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

現
在
大
正
大
学
教
授
。
主
な
著
書
に
「
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

代
人
の
信
仰
構
造
」
（
評
論
社
）
、
「
仏
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

基
礎
知
識
』
（
講
談
社
）
、
『
高
僧
伝
・
法
然
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

（
集
英
社
）
な
ど
多
数
。
日
本
宗
教
学
会
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

事
、
儀
礼
文
化
学
会
常
務
理
事
、
「
医
療
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

宗
教
を
考
え
る
会
」
世
話
人
も
務
め
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

「
I
l
ー
ー
ー
l
I
l
l
ー
ー
ー
l
l
－
I
I
l
ー
ー
l
l
I
l
ー
ー
ー
I
l
ー
ー
ー
1
－
」

は
、
流
入
者
の
急
増
に
よ
り
、
葬
式
法
事
が
非

常
に
多
く
な
り
、
．
四
六
時
中
葬
儀
に
追
わ
れ
、

肝
心
の
教
化
活
動
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
農
村
寺
院
で
は
、
兼
務
が

多
く
な
り
、
住
職
は
外
へ
出
る
こ
と
が
多
い
か

ら
、
檀
信
徒
は
寺
に
来
な
く
な
る
。
来
な
い
か

ら
寺
の
収
入
が
減
る
と
い
う
悪
循
環
を
繰
り
返

し
て
お
り
、
寺
院
を
維
持
す
る
こ
と
が
精
一
杯

で
、
こ
ち
ら
も
教
化
に
ま
で
手
が
ま
わ
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
檀
信
徒
教
化
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。
各
教
団
と

も
○
○
運
動
を
起
し
て
は
い
る
も
の
の
成
功
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
問
題
は
教
団
全

体
と
し
て
信
仰
教
団
へ
の
脱
皮
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
期
が
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
次
に
、
明
治
維
新
で
法
的
拘
束
力
を
失
っ
た

一12一
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も
の
の
今
日
に
ま
で
生
き
続
け
て
い
る
檀
家
制

度
に
変
質
の
き
ざ
し
が
み
え
は
じ
め
て
い
る
と

い
う
事
実
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
核
家
族
化
が
戦
後
か
ら
始
ま
り
、
家
と
い
う

｝
．

劉藩
　　∬」’畝

ノ
　
遠

隆
．
漣
＾

嘱

観
念
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
状

が
あ
る
。
従
来
檀
家
制
度
は
家
制
度
の
安
定
し

た
中
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
家
制
度

が
く
ず
れ
る
と
同
時
に
檀
家
制
度
に
も
変
質
が

霊園では、漢字一字とか抽象的な文字を刻んだ墓が出現しはじめている。

み
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
一
端
を
示
す
象
徴
的
な
事
実
が
墓
石
に

現
れ
始
め
て
い
る
。

　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
い
う
学
者
は
、
祖
先
崇
拝

を
遠
い
先
祖
と
近
い
先
祖
の
二
つ
に
分
け
、
中

国
、
台
湾
、
香
港
な
ど
で
は
明
ら
か
に
遠
い
先

祖
よ
り
も
近
い
先
祖
が
強
調
さ
れ
は
じ
め
て
い

る
と
説
い
た
。
遠
い
先
祖
は
「
家
」
の
系
譜
に

つ
な
が
る
先
祖
で
、
子
孫
を
擁
護
す
る
守
護
神

的
な
要
素
が
あ
り
、
一
方
近
い
先
祖
は
、
亡
き

父
母
ら
に
対
す
る
情
緒
的
、
感
情
的
レ
ベ
ル
の

先
祖
で
、
こ
れ
は
祖
先
崇
拝
と
い
う
よ
り
メ
モ

リ
ア
リ
ズ
ム
（
追
憶
供
養
主
義
）
と
い
え
る
。
そ
し

て
、
日
本
で
も
近
い
先
祖
が
強
調
さ
れ
は
じ
め

て
い
る
。
先
祖
代
々
の
墓
へ
の
意
識
が
現
在
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

檀
家
制
度
変
質
の
き
ざ
し

　
具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
先

祖
代
々
、
あ
る
い
は
名
号
や
題
目
を
刻
ん
だ
墓

で
な
く
、
漢
字
一
字
と
か
抽
象
的
な
文
字
を
刻

ん
で
あ
る
墓
が
出
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
現
在
、
世
帯
数
の
平
均
は
三
人
と
ち
ょ
っ
と

で
あ
り
、
つ
ま
り
父
と
母
に
子
供
が
一
人
と
い

う
家
庭
が
平
均
的
な
家
族
で
あ
る
。
こ
の
子
供

が
娘
で
あ
っ
た
場
合
、
嫁
に
だ
し
た
後
、
両
親

は
自
分
た
ち
の
墓
を
誰
か
に
み
て
も
ら
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
嫁
に
い
っ
た
娘
に
み
て
も
ら

う
場
合
、
姓
が
違
う
。
な
に
な
に
家
の
墓
と
刻

む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
平

和
の
「
和
」
と
か
「
心
」
な
ど
と
刻
み
、
墓
誌

を
横
に
付
け
れ
ば
、
縁
故
者
で
継
承
し
て
い
け

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

て
く
る
。
こ
れ
は
、
父
系
で
も
母
系
で
も
な
く
、

い
う
な
れ
ば
両
親
の
系
列
、
双
系
と
も
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
方
向
に
現
在
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
己
を
中
心
と
し
た
縁
あ
る
人
々

と
い
っ
た
先
祖
感
は
、
戦
後
は
じ
ま
っ
た
霊
友

会
系
の
思
想
と
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
檀
家
制
度
を
、
家
単
位

で
支
え
て
い
た
も
の
が
、
流
動
的
に
な
っ
て
き

た
。
檀
家
と
い
う
本
来
動
か
ざ
る
べ
き
も
の
が
、

動
く
傾
向
が
み
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
抽
象
的
な
文
字
を
刻
ん
だ
墓
と

い
う
も
の
は
、
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
都
営
八

王
子
霊
園
の
場
合
は
全
体
の
わ
ず
か
2
％
に
す

ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
2
％
と
い
う
数
字
は
、

そ
の
よ
う
な
方
向
に
動
く
兆
し
を
示
唆
し
て
い

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
檀
信
徒
の
何
割
か
は
流
動
的
に

な
り
、
寺
と
檀
家
を
先
祖
代
々
で
継
承
し
て
い

た
絆
で
あ
る
墓
そ
の
も
の
が
、
絆
に
は
な
り
え

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
な
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
檀
家
制
度
の
上
に
あ
ぐ
ら

を
か
い
て
は
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
く
る
。
今
後
、

檀
信
徒
と
寺
を
結
ぶ
絆
は
教
化
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
述
の
教
化
の
衰
退

と
い
う
現
状
と
重
ね
て
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
．
こ
の
近
い
先
祖
へ
の
移
行
と
い

う
動
向
は
、
単
に
檀
家
制
度
の
一
角
が
く
ず
れ

は
じ
め
た
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
噛
も
う
ひ

と
つ
重
要
な
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
に
三
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意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

死
者
崇
拝
を
僧
侶
が
助
長

　
こ
れ
ま
で
、
遠
い
先
祖
と
い
う
の
は
、
仏
と

同
義
的
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の

よ
う
に
教
化
さ
れ
て
き
た
。
清
め
ら
れ
た
先
祖

の
霊
が
子
孫
を
擁
護
し
て
く
れ
る
と
い
う
よ
う

な
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
遠
い

先
祖
よ
り
も
、
近
い
先
祖
が
強
調
さ
れ
る
と
、

自
分
の
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
人
を
祀
る
と
い
う
傾

向
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
亡
き
人
を
、
身
近
な

人
の
メ
モ
リ
ー
と
し
て
供
養
が
行
わ
れ
る
。
こ

れ
は
い
う
な
れ
ば
新
興
宗
教
の
思
想
に
近
い
も

の
で
、
仏
よ
り
も
、
死
者
の
祭
祀
に
重
点
が
お

か
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
死
者

崇
拝
は
、
仏
教
の
本
旨
で
な
い
は
ず
で
あ
る
。

仏
教
は
あ
く
ま
で
仏
を
中
心
に
お
く
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
誤
っ
た
動
向
に
は
、
実
は

仏
教
者
自
身
が
助
長
し
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と

を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
そ
れ
は
何
か
と
い
え
ば
、
寺
の
本
堂
を
葬
儀

場
と
七
た
場
合
、
棺
の
内
陣
飾
り
が
、
一
般
的

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

葬
儀
の
時
、
死
体
を
御
本
尊
前
に
お
き
、
僧
侶

は
そ
れ
に
向
か
っ
て
儀
礼
を
行
う
こ
と
が
一
般

的
に
な
っ
て
い
る
。
住
職
は
仏
の
代
理
と
し
て

役
目
を
は
た
す
の
だ
か
ら
、
仏
に
向
か
っ
て
儀

式
を
す
る
の
は
お
か
し
い
の
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
葬
儀
の
儀
礼
は
、
真
宗
や

日
蓮
宗
を
除
い
て
、
授
戒
会
と
引
導
会
と
か
ら

な
る
。
死
者
に
授
戒
を
施
し
て
仏
弟
子
と
し
て
、

浄
土
へ
引
導
す
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
そ
し

て
、
得
度
式
や
仏
前
の
結
婚
式
の
よ
“
つ
に
、
導

師
は
内
陣
に
座
し
て
、
本
尊
を
背
に
し
て
、
外

陣
に
し
つ
ら
え
た
棺
を
前
に
し
て
作
法
を
と
り

お
こ
な
う
。
こ
れ
が
本
来
の
あ
り
方
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
、
各
宗
派
と
も
法
式
集
や
儀
軌
に

書
い
て
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
仏
教
の
本
旨
は
死
者
崇
拝
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
儀
礼
の
場
に
お
い
て
は
本
尊
を
供
養
す
る

こ
と
が
中
核
で
あ
り
、
本
尊
に
帰
依
し
、
供
養

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
功
徳
を
死
者
に

振
り
向
け
る
の
で
あ
る
。
け
っ
し
て
死
者
そ
の

も
の
を
礼
拝
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
尊
の
前

に
棺
を
お
く
こ
と
は
、
本
尊
へ
の
礼
拝
を
死
者

を
と
お
し
て
礼
拝
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
般
の
参
列
者
は
、
死
者
の
こ
と
を
ホ
ト
ケ
と

い
い
慣
ら
し
て
き
た
よ
う
に
、
本
尊
の
前
に
死

者
が
お
か
れ
て
い
る
の
を
み
て
、
死
者
が
仏
と

同
格
に
お
か
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
僧
侶
の
側
で
死
者
崇
拝
を
助
成
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
墓
地
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

墓
は
も
と
も
と
、
仏
塔
と
墓
塔
を
兼
ね
る
も
の

で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
仏
の
種
子
な
ど
が
刻
ま
れ

て
い
た
。
そ
し
て
、
葬
儀
の
儀
礼
構
造
と
同
じ

に
、
仏
塔
に
刻
ま
れ
た
仏
を
供
養
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
功
徳
を
仏
弟
子
と
な
っ
て
地

下
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
者
に
振
り
向
け
る
と
い

う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
在
建
立
さ
れ
る
墓
に
は
、
ほ

と
ん
ど
仏
塔
と
し
て
の
様
式
が
欠
落
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
僧
侶
が
墓
を
建
て
る
こ
と
の
意

味
を
よ
く
理
解
せ
ず
、
あ
る
い
は
墓
の
建
て
方

を
墓
石
業
者
に
ま
か
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
僧
侶
は
、
仏
の
教
え
と
現
在
自
分
が

な
し
て
い
る
儀
礼
が
正
し
く
合
貸
し
て
い
る
の

か
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
僧
侶
が
、
仏
教
者
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、

葬
式
屋
と
か
お
経
読
み
屋
に
な
っ
て
は
い
け
な

い
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
仏
教
者
と
し

て
の
原
点
に
帰
る
事
で
あ
る
。
原
点
に
帰
る
と

は
宗
祖
の
心
に
帰
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
現

在
、
一
般
企
業
に
よ
る
葬
式
屋
な
ど
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
が
、
僧
侶
が
原
点
に
帰
り
、
仏
教

者
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
を
見
出
せ
ば
、
そ
れ
ら

に
対
抗
す
る
道
は
お
の
ず
と
開
け
て
く
る
の
で

あ
る
。

新
し
く
問
わ
れ
る
生
死
問
題

　
宗
教
に
は
、
教
団
維
持
の
機
能
と
精
神
界
を

リ
ー
ド
す
る
挑
戦
の
機
能
（
教
化
）
が
あ
る
。

仏
教
界
に
お
い
て
、
桃
戦
の
機
能
が
お
ろ
そ
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
仏
教
に
お
け
る
根
本
的
な

精
神
界
へ
の
機
能
は
、
生
死
の
解
脱
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
昔
は
、
臨
終
行
儀
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
て
い
く
人
を
僧
侶
が
み
と
る
こ
と
が
で
き

た
が
、
現
在
は
7
0
％
以
上
が
病
院
で
亡
く
な
り
、
最

後
を
み
と
る
の
は
医
師
か
看
護
婦
で
、
僧
侶
の

手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
の
は
亡
く
な
っ
た
後
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。
せ
い
ぜ
い
、
盛
大
な
葬

式
に
よ
り
、
遺
族
に
故
人
も
さ
ぞ
喜
ん
で
い
る

で
し
ょ
う
と
い
う
精
神
安
定
剤
的
な
働
き
し
か

で
き
て
い
な
い
。
こ
の
点
、
反
省
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
し
か
も
、
生
死
の
問
題
は
別
の
形
で
、
仏
教

界
へ
解
答
を
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
男
女
の
産
み
分

け
、
臓
器
移
植
の
問
題
等
の
大
き
な
社
会
問
題

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
仏
教
界
に
〔
い
の
ち
〕

へ
の
本
源
的
な
問
い
か
け
を
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
脳
死
、
臓
器
移
植
の
問
題
。
こ

こ
で
は
死
ん
だ
よ
う
な
状
態
で
脳
死
と
判
断
さ

れ
、
人
口
呼
吸
器
で
機
械
的
に
心
臓
を
動
か
す
。

そ
の
心
臓
を
移
植
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
一

人
の
命
が
救
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
死
ん
だ

よ
う
な
状
態
だ
っ
た
人
間
は
死
ぬ
。
人
間
の
身

体
が
部
品
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
医

学
の
領
域
で
、
人
間
の
命
を
ど
の
よ
う
に
考
え

た
ら
よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
生
命
倫
理
を
つ

く
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
こ
の
よ
う
な
、
こ

れ
ま
で
仏
教
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
問
題
が
提

示
さ
れ
て
い
る
。
科
学
や
医
療
の
発
達
に
よ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は
今
後
次
々
と
押
し
寄

せ
て
く
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
け
っ
し
て
個
人
的
に
解

決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
組
織
的
な
対
応
が

必
要
で
あ
る
。
仏
教
者
ひ
と
り
ひ
と
り
が
受
け

止
め
た
も
の
を
、
全
仏
が
ど
の
よ
う
な
形
で
す

く
い
あ
げ
、
ま
た
そ
う
い
っ
た
問
題
を
ど
の
よ

う
な
形
で
、
末
端
の
個
々
の
寺
院
ま
で
も
ど
し

て
い
く
の
か
、
．
全
心
に
は
、
こ
の
よ
う
な
組
織

的
な
円
滑
さ
が
求
め
ら
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
収
録
、
文
責
・
社
会
部
）
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一
、
仏
教
－
蓬
別
－
解
脱

　
仏
教
で
は
、
差
別
を
「
し
ゃ
べ
つ
」
と
よ

ぴ
、
こ
れ
は
煩
悩
が
も
た
ら
す
も
の
だ
と
し
、

そ
れ
故
に
、
こ
の
煩
悩
一
1
差
別
か
ら
の
解
脱

を
仏
法
の
第
一
義
と
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
日
本
に
渡
来
し
て
か
ら
お
よ
そ

一
千
年
を
経
た
十
七
世
紀
頃
一
と
り
わ
け
同

和
推
進
上
か
ら
観
る
限
り
一
の
仏
教
は
、
完

全
に
近
世
幕
藩
体
制
の
下
に
組
み
込
ま
れ
、

幕
藩
が
強
制
し
て
い
く
被
差
別
階
層
に
お
と

し
め
ら
れ
た
人
び
と
（
以
下
、
「
部
落
大
衆
」

と
い
う
。
）
に
対
す
る
身
分
外
身
分
、
社
会
外

人
間
と
い
う
人
間
性
無
視
と
侮

蔑
の
差
別
虐
待
政
策
に
も
、
別

し
て
抗
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
む

し
ろ
こ
れ
を
宿
業
の
故
だ
と
し

て
諦
め
を
説
き
、
な
お
そ
の
上

に
仏
教
邑
智
ら
の
手
で
こ
の
「
部

落
大
衆
」
に
対
し
差
別
戒
名
を

授
け
る
な
ど
の
教
軌
外
作
法
を

も
っ
て
差
別
し
て
来
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
。

別
体
質
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
こ
と
、
こ
れ

以
外
に
差
別
－
解
脱
の
道
は
な
い
と
思
う
の

で
あ
る
。

　
　
　
二
、
運
動
－
難
別
－
解
放

　
部
落
解
放
同
盟
で
は
、
差
別
は
「
さ
べ
つ
」

と
よ
ぴ
、
部
落
差
別
と
は
、
政
治
権
力
が
人

民
支
配
の
手
段
と
し
て
構
成
し
た
不
合
理
極

ま
る
人
間
胃
濱
、
人
権
抑
圧
の
差
別
だ
と
し
、

そ
れ
故
に
、
部
落
解
放
の
運
動
は
、
「
部
落
大

衆
」
の
総
力
を
結
集
し
て
、
こ
の
差
別
を
揆

ね
返
し
、
完
全
解
放
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、

徹
底
的
糾
弾
を
も
敢
て
辞
さ
な
い
と
の
不
退

　
ま
た
、
現
今
、
国
際
化
時
代
を
迎
え
た
と

は
名
の
み
の
依
然
と
し
た
家
柄
・
血
統
の
イ

エ
意
識
、
排
他
、
閉
鎖
性
の
ム
ラ
意
識
が
生

き
続
け
、
そ
し
て
そ
れ
が
部
落
差
別
を
支
え

る
温
床
と
な
っ
て
い
る
。
一
こ
の
我
が
国
社
会

の
因
習
性
・
封
建
性
を
（
同
時
に
こ
の
際
仏

教
の
か
か
わ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

も
目
を
そ
ら
す
こ
と
な
く
）
直
視
す
る
が
い

い
と
思
う
。
　
、

　
さ
ら
に
部
落
差
別
の
深
刻
さ
は
、
日
本
人

の
内
面
に
沈
澱
す
る
心
理
的
差
別
と
、
日
本

社
会
の
外
面
に
顕
現
す
る
実
態
差
別
の
の
栓

　
し
た
が
っ
て
わ
が
国
近
代
の
夜
明
け
を
告

げ
る
自
由
民
権
運
動
か
ら
、
よ
う
や
く
辿
り

着
い
た
戦
後
現
代
の
民
主
主
義
確
立
ま
で
の

間
に
、
つ
ね
に
問
い
続
け
ら
れ
て
来
た
部
落

解
放
の
機
運
に
も
、
仏
教
者
は
ほ
と
ん
ど
無

自
覚
、
無
関
心
、
或
は
傍
観
し
、
或
は
忌
避

し
、
依
然
と
し
て
そ
の
差
別
意
識
、
差
別
体

質
の
ま
ま
不
認
識
、
不
見
識
を
も
っ
て
今
日

を
迎
え
て
来
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た

か
。　
こ
こ
に
お
い
て
、
全
日
仏
同
和
推
進
上
の

最
大
課
題
は
、
こ
の
積
年
の
差
別
意
識
、
差

差
別
－
解
脱
－
解
放
－
解
決

寺
沢
　
命
運
（
高
野
山
真
言
宗
同
和
委
員
会
専
円
委
員
）

転
の
決
意
を
も
っ
て
闘
い
を
進
め
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
こ
の
運
動
の
本
命
は
、
あ
く
ま

で
も
政
治
の
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
あ
る

の
で
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
日
本
社
会
の
経
済
的
・

社
会
的
・
文
化
的
分
野
の
隅
ず
み
に
ま
で
浸

透
し
弥
漫
し
て
い
る
差
別
性
を
も
解
放
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
深
刻
な
差
別
の
実

状
が
あ
る
。

　
す
で
に
、
全
国
水
平
社
が
起
っ
て
か
ら
で

も
い
ま
六
十
五
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、
差

別
の
現
状
は
果
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
答
え
は
、
国
民
各
自
の
胸
に
問
う
が
い
い
。

桔
に
よ
っ
て
、
人
間
と
し
て
誰
も
が
保
障
さ

れ
る
べ
き
当
然
の
生
き
る
権
利
さ
え
も
踏
み

躍
ら
れ
て
い
る
差
別
の
事
実
が
厳
存
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
差
別
一
解
放
と
い

う
こ
と
は
、
ひ
と
り
部
落
解
放
運
動
団
体
の

み
が
こ
れ
を
担
う
べ
き
こ
と
で
は
な
く
て
、

ま
さ
に
「
国
」
お
よ
び
「
国
民
」
の
総
力
を

挙
げ
て
み
ん
な
で
そ
の
身
に
な
っ
て
真
摯
誠

実
に
取
組
む
べ
き
主
題
で
あ
る
と
強
く
思
う

の
で
あ
る
。

　
　
　
三
、
政
治
－
差
別
－
解
決

　
戦
後
、
わ
が
国
の
政
治
は
、
主
権
在
民
主

義
、
平
和
主
義
、
基
本
的
人
権
尊
重
主
義
を

原
理
と
す
る
日
本
国
憲
法
に
基
づ
い
た
、
い

わ
ゆ
る
民
主
政
治
に
変
革
さ
れ
た
。
が
、
そ

の
う
ち
「
同
対
審
』
答
申
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
さ
れ
た
、
「
い
わ
ゆ
る
同
和
問
題
と
は
、

日
本
社
会
の
歴
史
的
発
展
の
過
程
に
お
い
て

形
成
さ
れ
た
身
分
階
層
構
造
に
基
づ
く
差
別

に
よ
り
、
日
本
国
民
の
一
部
の
集
団
が
経
済

的
、
社
会
的
、
文
代
的
に
低
位
の
状
態
に
お

か
れ
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
な
お
い
ち
じ

る
し
く
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ
、
と
く
に

近
代
社
会
の
原
理
と
し
て
何
人
に
も
保
障
さ

れ
て
い
る
市
民
的
権
利
と
自
由
を
完
全
に
保

障
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
も
っ
と
も
深
刻
に

し
て
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
已
と
の
こ
の

同
和
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
う
や
く
十
八
年

前
か
ら
「
同
和
対
策
法
」
が
公
布
・
施
行
さ

れ
て
来
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
部
落
差
別
の

一
側
面
た
る
低
位
な
る
環
境
の
改
善
に
は
一

定
評
価
せ
ら
る
べ
き
寄
与
が
あ
っ
た
と
は
い

え
、
そ
の
本
質
的
差
別
の
解
決
に
は
、
な
お

一
層
の
法
的
措
置
が
望
ま
れ
る
状
態
に
あ
る
。

　
そ
し
て
、
そ
の
上
に
こ
の
部
落
差
別
を
は

じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
決
の
課
題

は
、
ひ
と
り
日
本
国
の
み
な
ら
ず
、
今
や
国

際
的
（
人
権
規
約
・
差
別
撤
廃
条
約
批
准
な

ど
）
課
題
と
も
さ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
謁

　
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
差
別
－
解
決
の
究

極
の
責
務
は
い
よ
い
よ
も
っ
て
政
治
の
担
う

べ
き
重
要
課
題
で
あ
る
と
深
く
思
う
の
で
あ

る
。
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全
仏
財
団
創
立
3
0
周
年
記
念
式
典

（
昭
和
6
2
年
1
0
月
7
日
開
催
）
　
　
　
　
梅
原
猛
先
生
「
日
本
仏
教
の
特
質
と
将
来
」

一、

S
日
本
仏
教
会
関
係
者
物
故
者
追
悼
法
要
　
　
　
　
（
午
後
三
時
半
よ
り
・
増
上
寺
大
殿
）

全
日
本
仏
教
会
功
労
者
表
彰
式
　
　
　
　
　
　
三
、
祝
賀
会

（
午
後
二
時
よ
り
・
増
上
寺
大
殿
）
　
　
　
（
午
後
六
時
よ
り
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

二、

L
念
講
演

「
孤
忠
の
間
」
）

記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
阿
部
野
竜
正
会
長
を
総
裁
、
若
槻
理
事
長
を

実
行
委
員
長
と
す
る
「
全
日
本
仏
教
会
財
団
創

立
3
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
国
会
」
は
、
去
る

七
月
二
十
七
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
発
会
式
を
開
催
。
記
念
事
業
の
成
功
を
期

し
て
全
力
を
そ
そ
ぐ
こ
と
を
確
認
し
た
。
尚
、

実
行
委
員
会
を
構
成
す
る
各
委
員
会
の
委
員
長
、

副
委
員
長
は
次
の
各
師
が
選
出
さ
れ
た
。

（
総
務
委
員
会
）
加
藤
海
晃
委
貝
長
、
斎
藤
粉
洲

・
磯
山
福
正
副
委
員
長
／
（
勧
募
委
貝
会
）
川
井

匡
俊
委
貝
長
、
岩
崎
宗
秀
副
三
三
長
／
（
記
念
誌

編
集
委
貝
会
）
摩
尼
清
之
三
障
長
、
若
林
隆
光
・

宝
田
正
道
副
委
員
長
／
（
式
典
委
員
会
）
籏
本
宏

昌
委
員
長
、
樹
谷
淳
宣
・
藤
木
雅
雄
副
委
貝
回

／
（
国
際
委
貝
会
）
近
藤
隆
敬
委
貝
長
、
安
本
利

正
・
井
上
巳
宏
副
委
員
長

美
璽
豊
務
逸
興
録
幽
幽

〔
七
月
〕

　
　
一
日

（
七
月
・
八
月
）

局
内
会
議

曹
洞
宗
差
別
戒
名
法
要
参
列

信
教
の
自
由
に
関
す
る
委
員
会

法
律
相
談

宗
教
サ
ミ
ッ
ト
運
営
委
員
会
出
席

同
和
委
貝
四

日
宗
連
税
制
委
貝
鞍
出
席

国
際
専
門
委
三
会

局
内
会
議

法
律
相
談

二
十
七
日
　
記
念
式
典
実
行
委
員
会

二
十
八
日
　
負
担
金
検
討
委
三
会

三
十
一
日
　
局
内
会
議

〔
八
月
〕

　
　
三
日
　
記
念
誌
編
集
委
員
会

　
　
三
日
～
四
日
　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
出

　
　
　
　
　
　
　
席

　
　
五
日
差
七
日
　
W
F
B
執
行
委
員
会

十十
三一九二
日日日日

　
十
九
日

二
十
一
日

二
十
七
日

式
典
委
貝
長
・
副
委
員
長
会
議

局
内
会
議

同
和
委
員
会

法
律
相
談

念
法
真
教
支
院
入
仏
落
慶
参
列

勧
募
委
員
会
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